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昭
和
40
年
代
、
市
内
に
は
50

カ
所
を
超
え
る
湧
水
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
約
半
数
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
に
残
っ
て
い
る
主
な
湧

水
を
紹
介
し
ま
す
。

　

御
清
水（
泉
町
１
区
）

　
　
昭
和
60
年
に
、
環
境
省「
名

水
百
選
」に
選
定
さ
れ
た
名
水

で
す
。
市
街
地
の
中
心
部
に
あ

り
、観
光
客
が
多
く
訪
れ
ま
す
。

　
　
か
つ
て
は
、
城
主
の
御
用
水

と
し
て
使
わ
れ
た
た
め「
殿
様

清
水
」と
も
呼
ば
れ
、
周
辺
住

民
の
社
交
の
場
に
も
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　

本
願
清
水（
糸
魚
町
）

　
　
金
森
長
近
公
が
大
野
城
を
築

城
し
、
城
下
町
を
建
設
し
た
際

に
、
本
願
清
水
の
湧
水
を
市
街

地
ま
で
導
き
、
生
活
用
水
や
防

火
用
水
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。

　
　
陸
封
型
淡
水
魚
の
イ
ト
ヨ
生

息
地
と
し
て
、
昭
和
９
年
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
20
年
に
環
境
省

「
平
成
の
名
水
百
選
」に
選
定
さ

れ
、
隣
接
す
る
本
願
清
水
イ
ト

ヨ
の
里
で
は
、
イ
ト
ヨ
の
生
態

や
湧
水
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

本
市
は
、
古
く
か
ら
湧
水
が
豊
富
で
、
清
ら
か
な
地
下
水
の
恩

恵
を
受
け
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
越
前
大
野
城
が
築
城
さ
れ
た

約
４
３
０
年
前
に
は
、
各
所
で
湧
水
を
利
用
し
て
生
活
水
路
、
排

水
路
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
は
湧
水
を
「
清し

ょ
う
ず水

」と
呼
び
、
飲
み
水
や
生
活
用
水
、
社
交

の
場
と
し
て
、「
飲
む
」「
冷
や
す
」「
洗
う
」な
ど
の
場
所
を
決
め
、

秩
序
を
守
り
大
切
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

目次

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

提案やご意見は
「やまびこ」へ

湧水と共に育んだ
　　　文化を後世へ

　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へお
寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

市
内
の
湧
水

　
水
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
水
資
源
開

発
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
関
心

を
高
め
る
た
め
、
政
府
は
昭
和
52
年
、

８
月
１
日
を「
水
の
日
」と
し
ま
し
た
。

１
日
か
ら
の
１
週
間
を「
水
の
週
間
」

と
し
て
、
水
に
つ
い
て
の
催
し
が
全

国
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
湧
水
と
共
に
育
ま
れ
て
き
た

文
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

元気に育ってね
　６月29日、本願清水イ
トヨの里で、開成保育園の
園児が、七夕飾りのプレゼ
ントとイトヨの稚魚を放流
しました。園児らは、春に
生まれた稚魚約200匹を、
元気に育ってねと放流しま
した。

P２

P６

P８

P９

P10

P11

P12

P14

湧水と共に育んだ

文化を後世へ

第五次大野市総合

計画実施状況

新農業委員決定

市総合防災訓練

齊藤一郎・京都市

交響楽団共演 /

市美術展

おおの城まつり

成人式実行委員募集 /

市職員採用案内

市の財政状況公開

など
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義
景
清
水（
泉
町
１
区
・
３
区
）

　
　
清
水
の
近
く
に
戦
国
大
名
朝

倉
義
景
の
墓
所
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
墓
所
の
周
辺
は

公
園
に
な
っ
て
い
て
、
水
琴
窟

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

篠
座
神
社
の
御
霊
泉（
篠
座
町
）

　
　
神
社
境
内
の
弁
天
池
の
臼

か
ら
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。

大お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
が「
目
の
病
気
に
効

く
霊
水
を
与
え
た
」と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。

　

中
野
清
水（
下
中
野
）

　
　
地
下
水
位
の
低
下
な
ど
で
荒

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
８
年

ご
ろ
か
ら
地
元
有
志
を
中
心
に

清
掃
活
動
を
行
い
湧
水
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中

野
清
水
を
守
る
会
を
結
成
し
、

継
続
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

み
く
ら
清
水（
犬
山
）

　
　
犬
山
に
城
が
あ
っ
た
こ
ろ
、

水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
に
朝
昼
晩
の
三
度（
三
く

ら
）水
を
く
み
に
下
り
て
き
た
こ

と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
馬
屋
池（
城
町
１
区
）

　
　
江
戸
時
代
、
大
野
藩
の
馬
場

や
厩

う
ま
や
が
あ
っ
た
所
で
、
こ
の
名

が
付
い
て
い
ま
す
。
明
治
45
年

に
柳
廼
社
が
こ
こ
に
移
転
し

て
、社
の
境
内
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
本
薬
師
堂
の
霊
泉（
木
本
）

　
　
継
体
天
皇
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
と
の
伝
説
が
あ
り
、
そ
の

後
、
薬
師
如
来
が
祭
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
難
祖
地
頭
方
の
清
水

　
　
　
　
　
　（
阿
難
祖
地
頭
方
）

　
　
清
水
の
近
く
に
は
、
地
域
住

民
が
整
備
し
た「
め
だ
か
の
分

校
」が
あ
り
ま
す
。

　

山
王
神
社
の
掘（
日
吉
町
２
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
　
昭
和
40
年
代
ま
で
豊
富

だ
っ
た
湧
水
は
、
水
環
境
の
変

化
に
よ
っ
て
昭
和
50
年
代
以

降
に
水
位
の
低
下
が
進
み
、
市

街
地
で
は
湧
水
の
減
少
や
枯

渇
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
近
年
で
は
、
一
年
を
通
し
て

自
噴
し
て
い
る
湧
水
は「
中
野

清
水
」な
ど
数
え
る
ほ
ど
に
な

り
、
名
水
百
選
の
御
清
水
、
平

成
の
名
水
百
選
、
本
願
清
水
も

ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ
て
、

渇
水
期
を
し
の
ぐ
よ
う
な
状
態

で
す
。

湧
水
の
減
少
・
枯
渇

下丁下丁

牛ヶ原原

飯降飯

鍬掛鍬掛掛

深井深井

黒谷黒谷

上荒井井上荒

大矢戸大矢戸大

舌舌舌舌下舌下下舌下下下下下下下舌下舌下舌下舌舌下舌

庄林林林庄林庄林庄林庄林庄庄庄庄庄林庄林庄庄

郎次郎次次次右近右近次郎次郎近次近近次近次近近近近次近近次郎

小矢戸

上舌舌舌舌舌

田田太田太田田

東大月東大月

据据中中中中据中据

里里里里西里西里西里里里里里

本本本本本堂堂本

木本本

在家家在家南新在南新南南 在家家家家家家在家

吉吉吉吉吉

布子子子布子土布子布子土布子土布子土布子土布子土布子子

猪島島猪島猪猪猪猪島島島島猪猪猪猪島猪島猪猪

生嶋嶋生嶋麻生麻生嶋嶋麻麻麻麻麻生生麻麻生嶋

郷郷稲郷郷郷

山山山山山山山西山西山西山西西西西山山山西

下荒井下荒井

んんんぜんんぜんぜぜぜちちちええちえちえええ ぜぜぜぜんんんんんええええええちちちぜぜぜぜぜぜぜんんちぜえちぜんえちぜんぜちぜんんちぜ
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおののののののののの

おおおおおおおおおおおおたたたきたたきた おおたおおき おののののののはははしがはしがはしがはうししうううう ははははしががしがはははがはうしがうしがははらららららららら

たののたのぜんんぜえちぜえちぜえちえええ たのたのたたのええええええ んたえちぜんたのえち の

貝皿

川合

伊月

後野

野尻

角野前坂

朝日前坂

箱ヶ瀬

荷暮

面

谷

川

九 頭 竜 湖

石 徹
白 川

油
坂
峠

白馬洞

毘沙門岳

市内の湧水

1

美濃街道

7

3

10

4

5

89

6

1

2

1 10～ 本文中の湧水

その他の湧水

昭和30年ごろの御清水
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水
位
回
復
の
目
標

　
　
市
で
は
、
地
下
水
保
全
管
理

計
画
や
越
前
お
お
の
湧
水
文
化

再
生
計
画
で
、
湧
水
の
再
生
目

標
を
定
め
て
い
ま
す
。目
標
は
、

昭
和
50
年
代
の
地
下
水
位
ま
で

回
復
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
具
体
的
に
は
、
一
年
を
通
し

て
御
清
水
観
測
井
の
地
下
水

位
が
１
・
２
㍍
未
満
、
春
日
公

園
観
測
井
が
５
・
５
㍍
未
満
、

菖
蒲
池
観
測
井（
浅
井
戸
）
が

７
・
０
㍍
未
満
に
設
定
し
て
い

ま
す
。

地
下
水
の
保
全
と

　
　
　
湧
水
の
再
生
対
策

　
　
現
在
の
地
下
水
は
、
冬
季
の

水
田
湛た

ん
す
い水

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
に
よ
っ
て
低
下
傾
向
が
緩

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
は
大
雪
が
続
い
た
こ
と
も
影

響
し
、
地
下
水
の
長
期
的
な
低

下
傾
向
は
止
ま
り
、
回
復
傾
向

に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

目
標
と
し
て
い
る
昭
和
50
年
代

の
地
下
水
位
ま
で
に
は
回
復
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
市
で

は
、
次
の
対
策
を
行
い
、
地

下
水
の
保
全
と
湧
水
の
再
生

を
図
り
ま
す
。

○
地
下
水
保
全
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
６
８
０
万
円

　
　
地
下
水
位
の
動
向
を
把
握
す

る
た
め
、
27
カ
所
の
観
測
井
で

地
下
水
位
を
観
測
し
、
中
野
清

水
で
は
湧
水
量
を
観
測
し
ま
す
。

地
下
水
対
策
審
議
会
を
開
催
し

ま
す

○
地
下
水
涵か

ん
よ
う養
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
１
万
円

　
　
地
下
水
の
涵
養
地
域
で
あ
る

木
本
原
地
区
で
、
30
㌶
の
水
田

湛
水
事
業
と
同
地
区
に
設
置
し

た
透
水
性
排
水
路
の
維
持
管
理

を
行
い
ま
す

○
環
境
保
全
対
策
費

　（
地
下
水
の
水
質
検
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
５
万
円

　
　
市
内
を
42
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
年
１
回
、
水
道
法
に
定
め
ら

れ
た
飲
料
水
の
基
準
に
準
じ

た
39
項
目
の
水
質
検
査
を
実
施

し
ま
す

○
地
下
水
汚
染
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
９
万
円

　
　
平
成
元
年
に
発
生
し
た
有
機

塩
素
化
合
物
に
よ
る
地
下
水
汚

染
の
浄
化
対
策
や
追
跡
調
査
な

ど
を
行
い
ま
す

○
地
下
水
保
全
基
金
助
成
事
業
・

地
下
水
再
利
用
施
設
等
設
置
促

進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
90
万
円

　
　
市
民
や
事
業
者
が
行
う
地
下

水
保
全
の
取
り
組
み
に
対
し
て

助
成
し
ま
す

○
湧
水
再
生
研
究
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
３
万
円

　
　
国
や
県
、
そ
の
他
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
湧

水
再
生
に
向
け
た
各
施
策
に
取

り
組
み
ま
す

春日公園観測井の過去10年（H14～H23)と昭和50年代の平均水位

-2

-3

-4

-5

-6

-7

-8

地
下
水
位（
m
）

１月1日 2月1日 3月1日 4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日１1月1日１2月1日

過去10年の平均水位
昭和50年代の平均水位

最終保全
目標数値
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次
の
世
代
へ

　
　
　
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
大
野
盆
地
の
地
下
水
は
、
上
流

域
で
涵
養
さ
れ
、
下
流
域
の
市
街

地
に
流
れ
て
い
ま
す
。
下
流
域
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
上
流
か
ら
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
上

流
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
地
下
水

を
育
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
全

体
の
共
有
財
産
で
あ
る
地
下
水
を

守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
節
水
な
ど
の
湧
水
再
生
に
向

け
た
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
ま

し
�
う
。

問
　
建
設
課
湧
水
再
生
対
策
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
２
）

地下水保全活動への支援
○地下水保全基金助成事業
　（保全基金を原資としています）
　市民や市民で組織する団体、事業所が次の事業
を実施する場合、経費の一部を助成します。
対象事業
　①地下水や表流水の調査研究
　②地下水や表流水保全のための啓発活動　　　
③地下水の合理的利用または節水のための設備
　整備、200㍑以上の雨水貯留タンクや浄化槽
　転用による雨水貯留設備の設置費用
補助金額
　対象経費の２分の１
　（①と②は上限10万円、③は上限50万円）

○地下水再利用施設等設置促進事業
　市内で地下水をくみ上げて使っている事業所
が、次の施設や水量測定器を設置する場合、経
費の一部を助成します。
対象事業
　①地下水の循環再利用施設
　②節水型機器への改造
　③地下水保全条例で設置が義務付けられてい
　　る水量測定器
補助金額
　対象経費の３分の１
　（①と②は上限400万円、③は上限10万円） 市民の手で、よみがえった中野清水

平成23年度の寄付金額合計　196万3684円
寄付者（順不同、敬称略）
　・越前信用金庫　　・福井システムズ株式会社　　・ニチコン株式会社　　・野田佳江
　・有限会社南部酒造場　　・いとよ音灯会実行委員会　　・大野市名水を活かした水先案内実行委員会（３件）
　・大野市職員共済会（２件）

基金の残高（平成24年３月末）　3696万9728円

基金の活用事例
　研究調査・啓発活動（８件）　　　55万円
　施設整備への補助（８件）　　　193万円
　地下水涵養事業（１件）　　　　300万円
　涵養源（森林）の保全（３件）　　157万円

地下水保全基金の状況
　平成12年12月から地下水の保全に向け「大野市地下水保全基金」を設置しています。基金は、趣旨
に賛同いただける皆さんからの寄付金によって積み立てられています。地下水を守り、水と緑に恵ま
れた私たちのふるさとを次の世代に引き継ぐため、皆さんの協力をお願いします。　
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総
合
計
画
と
は

　
市
の
将
来
を
展
望
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
と
方
向
を
明
ら
か
に

し
た
、
市
の
最
上
位
計
画
で
す
。

　
第
五
次
大
野
市
総
合
計
画
は
、

基
本
構
想
を
平
成
22
年
12
月
に
、

前
期
基
本
計
画「
越
前
お
お
の
元

気
プ
ラ
ン
」を
平
成
23
年
２
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

基
本
構
想

　
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
を
設
定
し
て
い
て
、
期
間
は

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
10
年
間
で
す
。

前
期
基
本
計
画

　「
越
前
お
お
の

　
　
　
　
元
気
プ
ラ
ン
」

　
基
本
構
想
に
沿
っ
て
必
要
な

施
策
や
事
業
を
体
系
的
に
明
示

し
て
い
ま
す
。
期
間
は
平
成
23

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
す
。

　
計
画
の
１
年
目
が
経
過
し
、
取

り
組
み
状
況
と
指
標
の
進
行
状
況

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

　
　
　
　
取
り
組
み
状
況

　
前
期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
実
施

し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。
金
額
は
決
算
額
を
示
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
文
化
創
造
事
業
　82

万
円

地
域
文
化
振
興
事
業
　

47
万
円

越
前
お
お
の
地
域
づ
く
り
交
付
金

　
１
３
９
２
万
円

越
前
お
お
の
元
気
創
造
事
業

　
４
４
５
万
円

市
民
協
働
推
進
事
業
　

71
万
円

保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
11
億
５
８
４
２
万
円

　（
事
業
期
間
平
成
22
・
23
年
度
　

　
全
体
事
業
費
16
億
５
３
７
万
円
）

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

　
　
　
　
　
５
億
７
６
９
９
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
８
７
０
１
万
円

越
前
お
お
の
ハ
ッ
ピ
ー

ブ
ラ
イ
ダ
ル
応
援
事
業

56
万
円

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
２
億
４
５
８
３
万
円

　（
事
業
期
間
平
成
23
・
24
年
度

　
全
体
事
業
費
６
億
９
４
０
０
万
円
）

山
岳
・
水
難
救
助
高
度
化
推
進
事
業

　
２
１
０
万
円

道
整
備
交
付
金
事
業

  

　
　
　
　
２
億
２
０
０
２
万
円

　（
北
部
幹
線
、下
中
野
・
中
津
川
線
、

　
富
島
・
上
野
・
井
ノ
口
線
、南
新
在

　
家
・
森
目
線
、伏
石
・
金
山
線
ほ
か
）

地
域
公
共
交
通
再
生
事
業

  

　
　
　
　
　
　
５
３
２
９
万
円

地
域
農
業
担
い
手
育
成
事
業
　

25
万
円

商
店
街
後
継
者
育
成
支
援
事
業
　

１
０
０
万
円

大
和
町
市
有
地
整
備
事
業

　
　
　
　
　
２
億
２
３
９
２
万
円

郊
外
散
策
観
光
推
進
事
業
　53

万
円

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

　
５
７
１
５
万
円

緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
　
　
２
億
５
５
１
４
万
円

湧
く
わ
く
水
サ
ミ
ッ
ト
in

　
　
越
前
お
お
の
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
６
万
円

華
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
形
成
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
０
万
円

庁
舎
建
設
計
画
策
定
事
業
　

１
７
５
０
万
円

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
事
業
　

３
８
３
０
万
円

ふるさと文化創造事業
中学生みこし・ダンスパフォーマンス

基
本
目
標
①

　
優
し
く
賢
く
た
く
ま
し
い  

　 

　
大
野
人
が
育
つ
ま
ち

基
本
目
標
②

　
共
に
思
い
や
り
支
え
合
う

 

　
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち

基
本
目
標
③

　
誰
も
が
快
適
で

 

　
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

基
本
目
標
④

　
越
前
お
お
の
の
魅
力

 

あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
ま
ち

基
本
目
標
⑤

美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
を  

育
み
継
承
す
る
ま
ち

基
本
構
想
実
現
に
向
け
た

  

　
　
　
　 

　
行
政
運
営

ひかりかがやき、たくましく、 心ふれあうまちを目指して
平成23年度（計画１年目）の実施状況を報告します
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将
来
の
見
通
し
の推

移
状
況

人
口

　
平
成
32
年
の
本
市
の
人
口
は
、

平
成
22
年
に
比
べ
て
約
４
０
０
０

人
減
少
し
、
３
万
１
６
５
０
人
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
一
部
供
用
開
始
や
、
国
道

１
５
８
号
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
な
ど
の
社
会

基
盤
の
整
備
な
ど
に
よ
る
若
者
と

元
気
な
高
齢
者
の
人
口
増
を
見
込

み
、
目
標
人
口
を
３
万
３
０
０
０

人
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
人
口
の
推
移
は
、
平
成

22
年
で
３
万
５
２
９
１
人
、
平
成

23
年
で
３
万
４
６
４
６
人
と
な
り

ま
し
た
。
予
測
さ
れ
る
減
少
傾
向

を
緩
や
か
に
す
る
目
標
を
立
て
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

ふ
れ
あ
い
交
流
人
口

　
も
う
一
つ
の
見
通
し
と
し
て
、

人
口
に
１
日
当
た
り
の
市
外
か
ら

の
来
訪
者
数
を
加
え
た
ふ
れ
あ
い

交
流
人
口
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。観
光
客
の
大
幅
増
を
見
込
み
、

目
標
年
間
観
光
入
り
込
み
客
数

を
２
０
０
万
人（
１
日
当
た
り
約

５
０
０
０
人
）ま
で
増
や
し
ま
す
。

目
標
人
口
３
万
３
０
０
０
人
に
１

日
当
た
り
約
５
０
０
０
人
を
足
し

て
、
目
標
ふ
れ
あ
い
交
流
人
口
を

３
万
８
０
０
０
人
と
設
定
し
て
い

ま
す
。
ふ
れ
あ
い
交
流
人
口
の
推

移
は
、
平
成
22
年
で
４
万
２
９
６

人
、
平
成
23
年
で
３
万
８
８
４
６

人
と
な
り
ま
し
た
。
観
光
入
り
込

み
客
数
の
増
加
が
ふ
れ
あ
い
交
流

人
口
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

成
果
指
標
の
達
成
状
況

　
総
合
計
画
で
は
83
の
成
果
指
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

平
成
23
年
度
に
目
標
を
達
成
し
た

指
標
は
11
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
環
境
指
標
な
ど
常

時
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
好
ま

し
い
も
の
の
ほ
か
に
、
目
標
が
明

確
に
な
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
も
の
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
成
果
指
標
の
目
標
が
達
成
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
総
合
計
画
の

積
極
的
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

平
成
23
年
度
達
成
し
た
指
標

○
郷
土
に
関
す
る
学
習
の
目
標
実

　
施
時
間
数
を
達
成
し
た
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
全
小
中
学
校

○
平
成
23
年
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

　
ど
を
利
用
し
た
延
べ
人
数

　
　
　
　
　
　
　
26
万
３
７
４
人

○
平
成
23
年
に
人
権
関
係
の
啓
発

　
活
動
を
実
施
し
た
回
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
回

○
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
相
談
の
あ
っ
た
件
数

　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
８
１
件

○
越
前
お
お
の
ま
る
ご
と
道
の
駅

　
構
想
の
策
定

　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン（
構
想
）策
定

○
越
美
北
線
の
乗
客
数

　
　
　
　
　
　
34
万
８
２
５
３
人

○
降
雪
期
前
の
雪
下
ろ
し
作
業
者

　
登
録
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
２
人

○
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報

　
発
信
に
関
わ
る
人
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
９
６
人

○
平
成
23
年
の
中
心
市
街
地
の
観

　
光
入
り
込
み
客
数

　
　
　
　
　
　
　 

５
３
・
５
万
人

○
11
月
の
平
均
地
下
水
位

　
御
清
水
観
測
井
　 

１
・
０
２
㍍

　
春
日
公
園
観
測
井 

５
・
１
２
㍍

　
菖
蒲
池（
浅
井
戸
）観
測
井

　
　
　
　
　
　
　
　 

６
・
４
８
㍍

○
水
質
基
準
を
達
成
し
た
河
川
な

　
ど
の
数
　
　
　
　

11
河
川
な
ど

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
全

文
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
で
、
説
明

を
受
け
た
い
な
ど
の
場
合
は
、
わ

く
湧
く
お
届
け
講
座
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
　
行
政
戦
略
課
行
政
戦
略
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
２
）

人口　　目標人口　　日観光入り込み客数　　目標日観光入り込み客数

人口とふれあい交流人口の推移
（資料:国勢調査、福井県人口推計、市観光振興課）

46,000

42,000

38,000

34,000

30,000

26,000

22,000

人

H12 H17 H22 H22 H23 H32
(推計） (目標）

ふれあい交流人口

39,632 37,843 35,873 35,291 34,646

6,161

4,008

4,047 5,005
4,200

5,464

33,00033,000

35,873人
【平成22年】

33,000人
【平成32年】

約40,000人
【平成22年】

38,000人
【平成32年】

目標人口  33,000人
将来の見通し

目標ふれあい交流人口  38,000人

ひかりかがやき、たくましく、 心ふれあうまちを目指して
第五次大野市総合計画
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６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
市
農
業
委
員
会
の
新
し
い
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
は
、
６
月
17
日
に
告

示
さ
れ
た
選
挙
で
無
投
票
当
選
と

な
っ
た
17
人
に
、
市
議
会
推
薦
３

人
、
農
協
推
薦
１
人
、
土
地
改
良

区
推
薦
１
人
を
合
わ
せ
た
22
人
の

委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
任
期

は
３
年
で
す
。

　
７
月
９
日
に
開
か
れ
た
初
総
会

で
次
の
と
お
り
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

農
政
委
員
会
委
員
長

　
安
川
与
治
雄

同
委
員
会
副
委
員
長

　
加
藤
　
一
夫

農
地
委
員
会
委
員
長

　
　
藤
　
貞
夫

同
委
員
会
副
委
員
長

　
金
子
　
武
夫

新
農
業
委
員︵
敬
称
略
︶

○
第
一
選
挙
区
︻
大
野
・
下
庄
・

　
乾
側
︼

　
金
子
　
武
夫（
篠
座
町
）

　
今
村
　
　
進（
矢
）

　
佐
々
木
正
祐（
西
大
月
）

　
加
藤
　
一
夫（
中
保
）

　
西
田
　
儀
生（
牛
�
原
）

○
第
二
選
挙
区
︻
小
山
・
上
庄
︼

　
大
谷
　
哲
夫（
上
舌
）

　
笹
嶋
　
貞
一（
飯
降
）

　
　
藤
　
貞
夫（
西
山
）

　
谷
脇
　
一
治（
佐
開
）

　
高
田
　
新
一（
御
給
）

　
土
本
　
哲
男（
西
据
）

○
第
三
選
挙
区
︻
富
田
・
阪
谷
・

　
五
箇
・
和
泉
︼

　
帰
山
　
勝
一（
下
唯
野
）

　
坂
本
　
一
郎（
土
布
子
）

　
辻
　
　
俊
雄（
井
ノ
口
）

　
村
中
　
　
孝（
落
合
）

　
米
澤
　
清
一（
森
本
）

　
久
保
田
眞
由
美（
貝
皿
）

○
市
議
会
推
薦

　
猪
嶋
愛
津
子（
篠
座
町
）

　
安
川
与
治
雄（
下
舌
）

　
佐
藤
　
順
子（
土
打
）

○
農
協
推
薦

　
加
藤
　
泰
子（
石
谷
）

○
土
地
改
良
区
推
薦

　
城
地
　
豊
治（
蕨
生
）

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
２
）

新
農
業
委
員
が
決
定

農
業
委
員
会
の
役
割

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
い
て
、
市
町
村
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
行
政
機
関
で

す
。
委
員
会
業
務
の
柱
は
優

良
農
地
を
守
る
こ
と
で
、
農

地
の
確
保
や
そ
の
効
率
的
利

用
の
促
進
を
中
心
に
、
地
域

農
業
の
振
興
を
図
る
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

会長
帰山 勝一

会長職務代理者
谷脇 一治

芹川用水・まちなか交流通路が完成
　

市
街
地
観
光
の
出
発
点
と
な
る
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

御
清
水
を
結
ぶ
ま
ち
な
か
交
流
通
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

通
路
の
東
側
に
は
、
江
戸
時
代
に
武
家
屋
敷
と
町
人
屋

敷
の
間
を
流
れ
て
い
た「
芹
川
用
水
」を
再
現
。
親
水
空

間
を
設
け
て
水
や
自
然
、
歴
史
、
城
の
見
え
る
景
観
が

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

都
市
計
画
課
都
市
整
備
係

　
（
☎
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
4
）
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●
住
民
と
自
主
防
災
組
織

　
　
住
民
避
難
訓
練
、
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
、
水
防
訓

練（
土
の
う
作
り
）、
土
砂
災
害

救
出
訓
練
な
ど

●
市　

　
災
害
対
策
本
部
設
置
と
運
営

訓
練
、
浸
水
建
物
排
水
訓
練
な
ど

●
市
消
防
本
部
、
消
防
団

　
　
要
援
護
者
避
難
支
援
訓
練
、

中
州
救
助
訓
練
、
土
砂
災
害
救

出
訓
練
、
高
所
救
出
訓
練
な
ど

●
大
野
警
察
署

　
　
避
難
誘
導
訓
練
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
訓
練
な
ど

●
奥
越
土
木
事
務
所

　
　
情
報
伝
達
訓
練
、
被
害
状
況

パ
ト
ロ
ー
ル
訓
練
な
ど

●
防
災
航
空
事
務
所

　
　
被
害
状
況
調
査
訓
練
、
つ
り

上
げ
救
助
訓
練
な
ど

●
関
係
機
関
、
団
体（
５
団
体
）

　
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ
ン

タ
ー
設
置
と
運
営
訓
練
、
電
力

復
旧
訓
練
な
ど

●
災
害
協
定
団
体（
６
団
体
）

　
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
、

障
害
物
除
去
訓
練
な
ど

問
　
防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

市
総
合
防
災
訓
練

　
　 

集
中
豪
雨
を
想
定

　
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
と
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
毎

年
会
場
を
変
え
て
、実
践
的
な
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
、
市
民
や
自
主
防
災
組
織
と
防
災
関
係
機
関
が

協
力
し
て
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
迅
速
で
的
確
な
応
急
対
策
を

身
に
付
け
る
こ
と
と
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
訓
練
を
見
学
し
、
市
民
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

支援協力協定を締結
　６月29日、市と兵庫県伊丹市のセッツカー
トン株式会社との間で、災害発生時の支援につ
いての協定を締結しました。
　協定の内容は、災害発生時に避難所で使うダ
ンボール製の簡易ベッドを、市の要請を受けた
セッツカートン社が供給するというものです。
問　防災防犯課防災防犯係
　（☎66・1111内線462）

日時　８月19日㊐午前８時～11時（小雨決行）
場所　上庄小学校とその周辺

就業構造基本調査にご協力を
　10月１日を基準日として、就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、統計法に基づき、国民の就業および不就業の状態
を調査し、全国や地域別の就業構造の状態を明らかにすることを
目的としています。
　調査対象の地区には、調査員証を携帯する統計調査員が、８月
下旬からお伺いします。
　対象となった皆さまのご協力をお願いします。
問　情報広報課情報管理係（☎66・1111 内線444）

主
な
訓
練
内
容

①ブルーベリーアイスが加わりました
　　施設内で採れたブルーベリーで作ったアイスクリームの販売
を始めました。コーヒー・紅茶は100円でお替り自由。

②散策コースができました
　　森林浴やいわれのある岩、棚田の風景などが楽しめます。
③お得な「そば券」を販売しています
　　二八おろしそば11枚券4,000円（4,400円相当）
　二八ざるそば、または十割おろしそば11枚券5,000円（5,500
円相当）平日は予約（10杯以上）が必要です。

問　スターランドさかだに（☎67・7250）

スターランドさかだに 新サービス始めました
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　本市出身の指揮者齊藤一郎さんと、本市在住のバイオリン奏者松谷由美さん所属の京都市交響
楽団が、市文化会館でオーケストラコンサートを行います。ぜひお聴きください。

とっておきのコンサートを大野の地で

齊藤一郎×京都市交響楽団

第33回 大野市美術展
日時　８月24日金～26日日午前９時～午後８時
　　　（最終日は午後４時まで）
　　　※表彰式　26日日午後２時　平成大野屋平蔵
場所　まちなか交流センター
部門　第１部門　洋画　　　　第２部門　日本画
　　　第３部門　彫刻・工芸　第４部門　書道
　　　第５部門　写真
入場料　無料
問　文化課文化係（☎66・5410）

10月13日土午後４時開演（開場午後３時30分）日　 時

問　文化課文化係（☎66・5410）

文化会館場　 所

ドボルザーク　交響曲第９番「新世界より」ほか曲　 目

（全席指定）一般3,000円　高校生以下1,500円 ※未就学児入場不可入場料

文化会館では、電話でチケットを予約できます。席の指定はできません。１回４枚までで、
１週間以内に受け取りに来てください

その他

８月２日木チケット販売開始 文化会館、ショッピングモール Vioチケット販売場所

齊藤一郎さんからのメッセージ
　ふるさと大野で数年ぶりに指揮できること
は、本当にうれしく、胸が躍ります。
　ドボルザークの「新世界」を始め、珠玉の名
曲を選びましたので、ぜひ足を運んでくださ
いね。
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ファミリー・オペレッタ
クルクル絵本の旅

七間朝市～みんな感謝の日曜日～

日時　８月３日金午前10時
　　　（開場午前９時30分）上演時間100分程度
場所　文化会館
公演劇団　オペラクリエーション・イン・青山
対象　幼児から大人まで
入場料　無料（ただし整理券が必要）
整理券配布場所　各児童センター
問　西部児童センター（☎66・0912）
　　北部児童センター（☎65・3665）
　　東部児童センター（☎66・5233）
　　南部児童センター（☎66・2133）
　　和泉児童センター（☎78・2655）

日時　８月12日日午前７時～11時
内容
　○朝市お買い物券販売　
　　日ごろの愛顧に感謝し、お得なお買い物券を100組限定で販売します
　お買い物券　１組500円（100円券６枚つづり、当日のみ有効）
　販売方法　当日午前７時から会場受付で販売
　○米ふかしの実演と配布　
　　当日の朝市商品購入者に、昔懐かしい「米ふかし」を無料配布します
　○七間朝市「出店無料体験」
　　朝市に出店してみたい、体感してみたい人を対象に「出店無料
体験」を実施します。体験を希望する人は気軽に問い合わせてく
ださい
　時間　午前７時～11時　
　対象　県内在住者
　○販売品目　
　　野菜・加工品・手作り雑貨など　※加工品の販売は営業許可を
持つ人に限ります
　○申込締切
　　８月８日水
問　市朝市出荷組合（☎69・9520）平日の午前中のみ
　　北川組合長（☎090・2036・2978）
　　農業農村振興課生産振興係（☎66・1111内線317）

　七間朝市を支えていただいている全ての人に、感謝の気持ちを伝
えるイベントを開催します。

第45回 おおの城まつり
　夏の一大イベント「おおの城まつり」が今年で45回目を迎えます。今年は例年よりパワーアップして開
催。詳しくは全戸配布のチラシで確認してください。

期間
８月13日⺼～16日㊍

13日　大花火大会（予備日：14日）
　場所　真名川憩いの島　約5,100発の花火が夜空を彩ります。
14日　中学生みこし・ダンスパフォーマンス
　場所　結ステーション
14日～16日　越前おおの＆全国グルメコーナー、キッズパーク、
　フォト＆クイズオリエンテーリング、45周年記念抽選会
　場所　結ステーション
15日・16日　越前おおのおどり
　※浴衣着用者には先着でネイルサービスをします
　水鉄砲決戦（チームでチャレンジ）、てらまち万灯会
問　おおの城まつり実行委員会（大野商工会議所内 ☎66・1230）
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採
用
予
定
人
員

▽
事
務
　
５
人
程
度（
う
ち
身
体

障
害
者
対
象
１
人
程
度
）

▽
技
術（
土
木
ま
た
は
建
築
）１
人

程
度

▽
社
会
福
祉
士
　
１
人
程
度

受
験
資
格

　
▽
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ

る
人（
日
本
国
籍
が
な
く
て
も

可
）▽
事
務
と
技
術
は
、
昭
和

57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
社
会
福
祉
士
は
、
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
て

い
る
か
、
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

※
身
体
障
害
者
対
象
の
区
分
で
の

　
受
験
希
望
者
は
、
さ
ら
に
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

　
▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条

に
定
め
る
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
▽
活
字
印
刷
文
に
よ
る

出
題
に
対
応
で
き
る
▽
介
助
者

無
し
で
受
験
や
通
勤
、
職
務
が

遂
行
で
き
る

試
験
日
時
・
会
場

　︻
一
次
︼
９
月
16
日
㊐
午
前
９

時
�
午
後
３
時
・
結
と
ぴ
あ

（
有
終
会
館
）・（
教
養
試
験
・

事
務
適
性
検
査
・
作
文
試
験
・

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
�
ー
診
断
）

　︻
二
次
︼　
10
月
28
日
㊐（
口
述

試
験
）

採
用
予
定
人
員
　
１
人
程
度

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
り
、
昭
和
62
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人（
日
本
国
籍

を
持
つ
人
に
限
る
）

試
験
日
時
・
会
場

　︻
一
次
︼　
９
月
16
日
㊐
午
前
９

時
�
午
後
５
時
・
結
と
ぴ
あ

（
有
終
会
館
）
お
よ
び
消
防
本

部（
教
養
試
験
・
消
防
適
性
検

査
・
作
文
試
験
・
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
�
ー
診
断
・
体
力
検
査
）

　︻
二
次
︼　
10
月
28
日
㊐（
口
述

試
験
）

受
付
期
間
　
８
月
１
日
氺
�
20
日

⺼（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
写
真
を
貼
付
し
て

持
参
か
送
付

申
込
書
の
請
求
方
法

　
　
直
接
ま
た
は
郵
便
で
請
求
。

郵
便
の
場
合
は
封
筒
の
表
に

「
一
般
職（
○
○
）試
験
申
込
書

請
求
」ま
た
は「
消
防
職
試
験
申

込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、
送

付
先
が
分
か
る
も
の
と
１
２
０

円
分
の
切
手
を
添
え
て
請
求

※
か
っ
こ
内
の
○
○
に
は
、事
務
、

技
術
、
社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ

か
を
明
記

平成25年成人式実行委員募集中
　市では、平成25年１月13日日に開催する「平成
25年成人式」に向け、企画・運営を行う実行委員を
募集しています。

対象者　平成４年４月２日から平成５年４月１日生ま

れで、本市の成人式に出席予定の人

活動内容　成人式の企画と当日の運営を行います。

10月ごろから月２回程度の会議を行います

応募方法　電話かファクス、電子メールなどで氏名、

住所、生年月日などを連絡。１回目の実行委員会（10

月上旬開催）前に案内します

締切　10月５日金（当日消印有効）

問　社会教育課青少年女性係（☎65・5590　FAX66・2885）　電子メール　syakai@city.fukui-ono.lg.jp

　〒912-0087　大野市城町９－１　学びの里「めいりん」内

平
成
25
年
４
月
採
用　
職
員
募
集

一　
般　
職

消　
防　
職

申
し
込
み

一
般
職

総
務
課
職
員
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
２
４
１
）

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６

　

大
野
市
天
神
町
１
ー
１

消
防
職

消
防
本
部
総
務
課

　
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
７
ー
14

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
込
書
の
入
手
や
受
験
申
込
が

可
能
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
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守ってあげたい大野の希少な生き物たち
イトヨの里 24 特別展（県自然保護センター共催）

期間　７月31日火～９月30日日
場所　本願清水イトヨの里・県自然保護センター（南六呂師）
内容　イトヨの里　市内に生息する外来種（動植物）の脅威を剥製

や標本、パネルなどで紹介
　自然保護センター　市内に生息する希少魚などを展示
展示品　アライグマの剥製５体、ブラックバス（57㌢）の剥製、
ブルーギル、ウチダザリガニなどの標本、
　ミシシッピアカガメなどの生体
入館料　イトヨの里　大　人 200円
　　　　　　　　　　子ども   50円

　自然保護センター　無料
休館日　イトヨの里　８月６日、17日、20日、
27日、９月３日、10日、18日、24日、25日
　自然保護センター　９月３日、10日、18日、
24日
問　イトヨの里（☎65・5104）

地域医療協議会委員を募集
　地域医療について市民の皆さんの意見を反映させる
ため、地域医療協議会の委員を募集します。
　会議は平日の夜に、年２回程度開催します。
募集人員　２人
応募資格　市内に在住する20歳以上で、地域医療に
関心のある人
任期　委嘱の日から２年間
申込方法　「大野市の地域医療について思うこと」を
テーマに400字程度にまとめて、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、健康長寿課に郵送か持参

締切　８月31日金午後５時（必着）
問　健康長寿課保健医務係（☎66・6631内線121）
　〒912-0084　大野市天神町１－19結とぴあ内

食生活改善推進員になりませんか
食生活改善推進員養成講座の受講者を募集します。

日時　（全５回）９月～平成25年１月の第２金午
前９時～午後１時
場所　結とぴあ（有終会館）
内容　健康・栄養・運動などの講義、実技、調理
実習
対象　地域の健康づくりに意欲があり、講座終了
後、推進員となってボランティア活動のできる人
定員　20人（先着）　　受講料　無料
申込方法　電話で申し込む　　締切　８月24日金
問　健康長寿課健康づくり係
　（☎66・6631内線112）

ご
存
じ
で
す
か 「
大
野
会
」

　

本
市
出
身
者
が
三
つ
の「
大
野
会
」を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
年
１
回
の
総
会
・

懇
親
会
や
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
な
ど
の
活
動

を
行
い
、
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
会
員
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

各
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
市

出
身
の
社
会
人
・
学
生
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
大
野
会

対
象　

関
東
在
住
の
本
市
出
身
者

会
費　

年
間
２
，
０
０
０
円

活
動
内
容　

年
１
回
の
総
会
・
懇
親
会
、
探
索

ウ
オ
ー
ク
な
ど

申
込
先　
（
事
務
局
）高
井
雅
之
さ
ん

　
（
☎
０
４
８
・
９
７
１
・
６
６
６
８
）

関
西
大
野
会

対
象　

関
西
在
住
の
本
市
出
身
者
、
大
野
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人

会
費　

年
間
２
，
０
０
０
円

活
動
内
容　

年
１
回
の
総
会
・
懇
親
会
、
ふ
る

さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
な
ど

申
込
先　
（
事
務
局
）森
川
利
栄
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
８
８
８
４
・
７
９
４
５
）

中
京
大
野
会

対
象　

中
京
在
住
の
本
市
出
身
者
、
大
野
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人

会
費　

正
会
員
３
，
０
０
０
円

　

準
会
員
１
，
０
０
０
円
（
未
成
年
、
学
生
お

よ
び
家
族
、
知
人
）

活
動
内
容　

年
１
回
の
総
会
、
年
４
回
の
懇
親

会
、
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
、
越
前
お
お
の

ブ
ラ
ン
ド
セ
ー
ル
ス
支
援
作
業
な
ど

申
込
先　
（
事
務
局
）久
保　

久
さ
ん

　
（
☎
０
５
２
・
９
１
７
・
０
２
２
１
）

児
童
手
当「
現
況
届
」は提

出
し
ま
し
た
か

遅
れ
る
と
、
支
給
で
き
ま
せ
ん

　

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
に
、
毎
年
６
月
に「
現
況
届
」の
提
出
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
届
出
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
10
月
に
児
童
手
当
が
支
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

問　

福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家
庭
係
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
４
３
）

～それは、外来種を知ることから始まる～
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 市では毎年、予算の執行状況や決算について公表し、皆さんが納めた税金などがどの

ように使われているのかをお知らせしています。今回は、平成23年度の決算の概要につい

てお伝えします。

一般会計

平成23年度

地方交付税
64億143万円
（32.7％）

国・県支出金
37億6988万円
（19.3％）

市税
39億5806万円
（20.2％）

市債
20億4670万円

（10.5％）

繰入金
９億7676万円
（5.0％）

繰越金
７億2601万円
（3.7％）

その他
17億287万円（8.6％）

歳 入
195億8171万円

人件費
34億3373万円
（18.1％）

歳 出
189億7642万円

物件費
26億913万円
（13.8％）

普通建設事業
44億5355万円
（23.5％）

扶助費
26億8771万円
（14.2％）

繰出金
18億5420万円

（9.8％）

公債費
14億3980万円
（7.6％）

補助費等
15億
2123万円
（8.0％）

その他
９億7707万円（5.0％）

歳入から歳出を差し引いた６億529万円は
24年度に繰り越しました

市の財政状況

※平成24年３月末現在の人口（36,392人）で計算

いくら使われた？

何に使われた？

52万1445円

市民一人当たりに換算して・・・

12万2857円
（子育て支援や福祉の充実など）

民生費

総務費

５万9115円
（道路・住宅・公園の整備など）

土木費

５万6355円
（教育・文化・スポーツの充実など）

教育費

４万6536円
（医療・保健の充実、ごみ対策など）

衛生費

３万9568円
（市が借りたお金の返済など）

公債費

３万109円
（商工業や観光の振興など）

商工費

１万5417円
（消防、救急救命など）

消防費

２万2264円
（市議会の運営、労働者の福祉、
災害復旧など）

その他

２万9305円
（農業・林業の活性化など）

農林水
産業費

９万9919円
（地域づくりや防災、管理運営経費など）

 歳入総額は195億8171万円で、前年度と比べ1.9％（3億7086万円）の増となりました。
歳入のうち最も大きいのは地方交付税で、全体の32.7％。自主財源の中心である市税
は39億5806万円で、全体の20.2％でした。
 歳出総額は189億7642万円で、前年度と比べ2.7％（4億9158万円）の増となりました。

ポ
イ
ン
ト
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特別会計

企業会計

特定の事業を行うため、一般会計と区別し、その特殊性を明らかにするために設けられている会計です。

民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄っています。

水 道
事 業

ふるさと納税のご案内 ～あなたの「ふるさと納税」で
　　　越前おおのを“元気なまち”に～

収益的収支
（事業運営と

施設管理）

収　　入　　１億4262万円
支　　出　　１億3983万円

資本的収支
（施設整備など）

収　　入　　3695万円
支　　出　　6738万円

※資本的収支の収入に対する支出の不足分は留保資金で補てん

●ふるさと納税とは

　ふるさとへの「寄付金」です。生まれ育った“ふるさ
と”を応援したい、“ふるさと”のために貢献したいと
いう思いを実現する制度です。ふるさとの県や市町村
に寄付した場合、住民税などが軽減される仕組みに
なっています。
●寄付をする場合には

　所定の寄付申出書に必要事項を記入して、郵便・
ファクス・電子メールで申し込んでください。市ホー
ムページにある電子申請システム「ふくｅ－ねっと」
から、インターネットを利用して申し込むこともで
きます。
●23年度は総額204万円

　平成23年度に、全国各地から本市に寄せられた寄付

は、32件で184万2000円でした。県寄付共同受入
窓口からも、8件で19万7500円の受け入れがありま
した。皆さんからのご支援に心からお礼申し上げます。
●寄付金は「結とぴあ」に

　この貴重な寄付金は、「社会福祉事業充実基金」に積
み立て、保健・医療・福祉サービス拠点施設整備事業
の財源として、「結とぴあ」整備に役立てました。
●これからも応援を

　市では、市外在住の本市出身者などへ積極的に呼び
掛けを行っています。市民の皆さんも、市外在住の知
人へふるさと納税の呼び掛けをお願いします。ふるさ
と納税による応援を心からお待ちしています。
問　行政戦略課ブランド推進室
　（☎66・1111 内線435  FAX65・8371）

QQ市税の中身は？ 基金・市債・市税の市民の負担は？

※平成24年３月末現在の人口（36,392人）で計算
※市民税は法人税を含む

市民税 15億8321万円

固定資産税 19億4986万円

軽自動車税 8748万円

たばこ税 ２億  309万円

入湯税 697万円

都市計画税 １億2745万円

現在高（市税は決算額） 市民一人当たり

基金（貯金） 83億2842万円 22万8853円

市債（借金） 136億3841万円 37万4764円

市税負担 39億5806万円 10万8762円

事　業 予算現額 歳　入 歳　出

国民健康保険 41億3133万円 41億4846万円 38億8247万円

和泉診療所 8643万円 8323万円 8323万円

後期高齢者医療 ３億7226万円 ３億6712万円 ３億6648万円

介護保険 35億5506万円 34億9305万円 34億4893万円

簡易水道 １億5363万円 １億4948万円 １億2396万円

農業集落排水 ３億8360万円 ３億7983万円 ３億5531万円

下水道 12億3773万円 11億 527万円 10億9927万円
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